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１．研究計画の概要 
 本研究は、精神科看護師が実施する女性う
つ病患者に対する集団認知行動療法プログ
ラムの効果を検証することを目的とする。今
年度まで、プログラム前後と終了後 3 ヶ月、
6 ヶ月時点での効果について、量的・質的な
分析方法を組み合わせた Mixed Method によ
る検討を行ってきた。次年度以降、対照群を
設定してランダム割り付けを実施し比較検
討を行う。 
 
２．研究の進捗状況 

2006年から開始した、女性うつ病患者の
重要他者との関係性における認知に焦点を
あてた集団認知行動療法プログラムを、精
神科看護師が実施し、プログラム前後、終
了後3ヶ月、6ヶ月時点での効果を検討して
きた。 

研究デザインは、量的・質的なデータを
収集・分析し組み合わせるMixed Methodで
ある。量的データについては、2006年4月～
2010年6月までの参加者62名に対して、プロ
グラム前後でベック抑うつ質問票・第２版
（BDI⁃Ⅱ）、自動思考質問紙短縮版（ATQ⁃
R）、非機能的態度尺度日本語版（DAS24⁃J）
を実施した結果、いずれの尺度も有意な差
がみられた（ t=6.96, p<0.01; t=3.34, 
p<0.01; t=3.2, p<0.01)。 

そのうち21名について終了後3ヶ月時点
でも同様の尺度を測定し、BDI⁃Ⅱは有意な
差がみられたが（χ2=8.4, p<0.05)、ATQ⁃
R 、DAS24⁃Jは有意な差がみられなかった。
さらに13名について終了後6ヶ月時点でも
同様の尺度を測定し、どの尺度も有意な差
はみられなかった。 

質的データはインタビューにより収集し、
継続比較分析法を用いて分析した。その結
果、女性うつ病患者は終了後のみならず終
了後3ヶ月時点でも、＜とらわれた考えと距
離をとる＞＜別の考えを試みる＞などの≪
認知の知識・スキルの活用≫、＜対処法の
工夫＞＜自己表現のスキルの活用＞などの
≪行動の知識・スキルの活用≫を行ってい
た。また、それらにより＜考え方の幅がひ
ろがる＞＜重要他者に対する見方の変化＞
などの≪認知の変化≫、＜重要他者とのコ
ミュニケーションの変化＞＜日常生活の変
化＞などの≪行動の変化≫、また≪気分の
改善≫などがみられた。 
これらの分析結果から、終了後、また終了

後 3ヶ月時点においても認知・行動の知識・
スキルの活用により認知・行動の変化・改善、
気分の改善などが示唆された。また、効果の
継続のためには、ブースターセッションを設
けることが必要であろう。 
 
３．現在までの達成度 
 ①おおむね順調に進展している 
 本研究は、おおむね順調に進展していると
考える。プログラムの効果はプログラム前後
の量的データの比較だけでは不十分で、今回
終了後数ヶ月にわたって測定できたこと、ま
た質的データを分析したことで詳細な効果
を検討できた。これらによりプログラムをさ
らに効果的なものに改変することが可能で
ある。次年度以降、対照群を設けたランダム
化比較試験を実施する上で不可欠であった
と考える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後は本プログラムの効果について、対照
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群を設けたランダム化比較試験を実施する
予定で、現在研究計画書を作成中である。課
題として共同研究者の確保、対象者のリクル
ートが挙げられる。共同研究者については、
一昨年設立した集団認知行動療法研究会の
研修活動等を通して広く協力を呼び掛けて
いく予定である。また対象者のリクルートに
ついては、研究実施機関のＨＰも活用して行
う予定である。 
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